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マレーシアクアラルンプール市で社会福祉への指導を実施 

 

シンガポール事務所 

  

マレーシアのクアラルンプール市は東南アジア有数の大都市ですが、発展の陰に低所得者

層も依然多く、同市にとってもその対応は喫緊の課題となっています。今回、クアラルンプ

ール市からの依頼を受け、11 月２０日（月）から 2５日（金）にかけてクアラルンプール

市住宅管理・社会開発局に千葉県千葉市稲毛保健福祉センターから社会福祉の専門家として

二階紀行主査を派遣し、「自治体国際協力専門家派遣事業」を実施しました。 

 

① クアラルンプール市の現状 

住宅管理社会開発局は、低所得者向けに市営住宅（約 2 万 7 千戸）を整備し、安価でに提

供しています。また、それに付随した生活環境及び、協力的なコミュニティづくりを目指して

います。 

現在、クアラルンプール市営住宅では落書きやエレベーターの破損、ケーブルの盗難などの

行為が多く補修費の高騰が問題になっています。 

また、家賃の滞納も深刻になっているため、住民の意識を変え、自立につなげていく方法に

ついて試行錯誤を重ねています。 

同市はこのような問題に対し学校やコミュニティでのイベントを通じた啓発活動や、市の管

理チームの定期的な巡回、長期滞納者については法的な罰則（水道供給を止めるなど）の適用、

自立支援としてワークショップや職業訓練コースの提供などを行っています。 

しかし、市によるとこのような様々な対策をしているにも関わらず、低所得者の自立に向か

う気持ちが薄く、なかなか政策の効果上がらないと感じているとのことでした。そのため、今

回、住民の意識を高め、政策の効果をあげていくことを目的に、今回専門家の派遣を依頼しま

した。 

 

② 専門家からの指導 

まず、専門家はクアラルンプール市の貧困対策の現状を知るため以下のような施設を視察し

ました。 

（１） コミュニティセンター 

（２） 市営住宅 

（３） ホームレスセンター、ホームレス向けの給食施設 
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